
地
球
の
内
』
部
講
造
に
超
す
る
薪
説

　
　
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
氏
等
の
登
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
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十
九
世
紀
搬
來
、
厭
米
の
解
學
者
が
研
究
し
た
結
果
、
地
球
の
緯
重

量
は
　
五
九
八
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
噸

ミ
知
れ
、
汰
れ
を
地
球
総
容
積

　
一
〇
八
三
二
二
三
九
九
〇
〇
〇
〇
立
方
キ
ロ
メ
；
ト
ル
（
約
一
七
七

　
八
○
○
○
○
○
○
○
立
方
里
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も

で
割
り
算
を
す
る
ε
、
地
球
全
盟
の
比
重
は
五
・
五
ニ
ッ
こ
な
る
。
換
言
す

れ
ば
地
球
全
髄
は
同
じ
容
積
の
水
の
五
倍
李
張
の
重
さ
が
あ
る
こ
芒
が

知
れ
て
薫
る
の
で
あ
る
。

　
く
」
こ
ろ
が
、
藻
類
が
、
此
の
地
球
の
物
質
的
構
蓮
を
知
っ
て
み
る
の

は
其
の
炎
面
の
誠
に
小
部
分
の
み
で
あ
る
。
今
日
ま
で
、
地
中
に
深
い

孔
を
堀
っ
て
、
地
球
が
如
何
な
る
物
質
か
ら
出
來
て
る
る
か
を
知
っ
た

の
は
、
せ
い
ん
＼
、
地
、
下
面
千
尺
－
こ
い
ふ
程
度
で
あ
る
か
ら
、
直
樫
三

千
飴
里
ミ
い
ふ
大
き
な
地
球
の
内
容
は
殆
を
ご
未
だ
全
く
分
っ
て
る
な

い
§
言
っ
て
好
い
の
で
あ
る
。
．
し
か
し
，
．
、
こ
に
」
か
く
、
今
日
ま
で
人
が

地
下
深
く
孔
を
堀
っ
て
知
り
寝
た
範
園
内
に
於
い
て
は
、
普
通
，
地
上

に
も
見
ら
れ
る
や
う
な
岩
石
が
主
要
な
成
分
で
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
て

岩
石
は
…
般
に
水
の
二
倍
乃
至
三
倍
の
比
重
を
持
っ
て
る
る
も
の
で
、

李
均
し
て
、
ま
つ
、
二
・
七
ミ
見
れ
ば
差
支
へ
無
い
。
砦
し
、
か
り
に
、

今
こ
の
地
球
が
表
面
か
ら
中
心
ま
で
全
部
が
岩
石
ご
同
じ
成
分
か
ら
掛

湯
て
る
る
ミ
す
れ
ば
、
地
球
全
膿
ε
も
て
の
比
重
は
、
物
の
大
小
に
か

Σ
は
ら
す
、
や
は
り
、
二
・
七
ε
い
ふ
比
重
－
こ
な
る
筈
で
あ
る
。
し
か
る

に
、
一
方
に
於
い
て
、
宇
宙
物
理
學
者
の
観
測
か
ら
は
、
前
王
述
べ
弛

如
く
、
地
球
全
艦
の
比
重
が
五
・
野
島
ミ
出
て
黙
る
の
で
あ
る
か
ら
、
＄

う
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
考
へ
て
、
地
球
の
内
部
の
深
い
所
、
ま
だ
吾
入

の
知
ら
な
い
深
さ
の
一
こ
こ
ろ
に
は
、
普
通
の
岩
石
以
上
の
重
い
も
の
が

無
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

　
地
球
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
ニ
ゥ
ト
ン
や
ラ
プ
ラ
ス
等
の
如
き

學
者
も
い
ろ
ノ
、
「
こ
考
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
は
理
論
的
考
察
で

あ
っ
て
、
コ
験
的
材
料
を
鋏
い
て
る
る
憾
み
が
あ
っ
た
。
日
八
九
七
年

に
な
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
グ
テ
ン
グ
ン
転
脱
教
授
ヴ
ィ
ー
ヘ
ル
ト
が
始
め

て
實
験
に
基
づ
い
た
論
を
登
表
し
た
σ
ヴ
イ
ヘ
ル
ト
は
有
名
な
地
震
學

者
で
あ
る
。
地
震
「
し
い
ふ
も
の
は
、
地
球
の
艘
内
を
傅
は
る
波
動
で
あ

っ
て
、
殊
に
其
の
中
の
湿
る
種
ω
波
は
、
震
源
越
こ
地
震
観
測
所
書
の

都
合
に
よ
っ
て
、
地
球
の
如
何
な
る
深
さ
の
内
部
で
も
通
過
す
る
も
の

で
あ
る
そ
れ
で
此
の
種
の
地
震
波
を
研
究
し
て
、
其
の
傳
は
る
速
度
な
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窄
ご
を
調
査
し
て
見
る
ご
、
其
の
波
を
通
す

物
質
の
性
質
を
巧
み
に
知
る
こ
ミ
が
出
來

る
こ
ご
に
な
る
。
此
の
考
へ
か
ら
、
ヴ
イ

ヘ
ル
ト
教
授
は
、
地
球
の
内
部
が
大
㎜
瓶
に

於
い
て
二
種
類
の
異
っ
た
物
質
か
ら
出
來

て
る
る
こ
ε
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
其
の

第
↓
種
は
比
重
が
水
の
八
倍
も
あ
る
重
い

も
ω
で
誹
れ
が
地
球
の
中
心
か
ら
、
一
千

二
百
里
ほ
書
の
厚
さ
を
持
つ
や
う
な
球
形
に
な
っ
て
居
り
、
其
の
外
面

を
掩
，
弾
て
，
遂
に
地
表
面
に
至
る
ま
で
の
厚
さ
に
は
，
第
二
種
の
も
の
、

即
ち
比
重
三
ほ
・
こ
の
物
質
が
あ
る
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
れ
を
言
ひ
換

へ
て
見
れ
ば
、
比
重
八
、
こ
は
略
々
鐵
ほ
ッ
こ
の
物
質
℃
あ
り
、
叉
、
比
重
三

－
こ
い
へ
ば
約
そ
岩
石
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ヴ
イ
ヘ
ル
ト
の
説
ε

し
“
L
は
、
地
球
は
内
部
が
銭
球
で
あ
り
，
其
の
外
部
を
岩
石
が
掩
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
む
　
り

み
る
書
見
る
こ
「
こ
が
出
配
る
。
一
之
れ
か
有
名
な
地
球
急
心
論
で
あ
る

　
此
の
、
ヴ
イ
ヘ
ル
ト
の
地
球
男
心
論
は
、
ミ
に
か
く
、
地
震
波
ミ
い

ふ
新
材
料
に
よ
っ
て
、
地
球
の
内
寸
構
造
を
、
杢
く
の
総
括
的
理
論
か

ら
で
な
く
，
或
ゐ
意
味
の
實
験
的
資
料
に
よ
っ
て
得
た
結
果
で
あ
る
ε

い
．
沖
強
味
が
あ
っ
て
、
近
頃
の
學
者
は
皆
野
の
説
を
賞
讃
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
し
か
る
に
、
、
、
」
く
最
近
に
至
っ
て
、
米
國
ワ
シ
ン
ト
ン
府
に
あ
る
カ

ー
ネ
ギ
ー
學
院
の
E
D
ウ
イ
リ
ァ
ム
ソ
ン
氏
ミ
L
H
ア
ダ
ム
ス
氏
ミ
は

や
は
り
、
地
震
波
の
精
細
な
研
究
か
ら
、
ヴ
イ
ヘ
ル
ト
の
設
を
一
暦
改

良
し
た
學
説
を
嚢
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
ε
、
地
球
の
内
部
に
は
、
先
づ
直
径
四
千
二
百
哩
（
｝

千
七
百
里
）
ほ
さ
の
単
球
が
あ
り
，
此
の
鐵
球
ぐ
」
地
表
面
S
の
距
離
は

一
千
八
百
哩
（
約
七
百
四
十
里
）
ば
か
り
で
、
謬
れ
か
三
の
暦
…
か
ら
出
來

て
る
る
、
そ
の
最
深
暦
、
師
ち
内
部
の
四
球
の
す
ぐ
外
面
に
接
し
て
み

る
暦
は
、
鐵
ε
岩
石
ミ
の
混
合
し
た
組
織
で
、
其
の
最
上
部
は
地
表
面

を
去
る
九
百
哩
（
三
百
七
十
里
）
の
深
さ
に
ま
で
及
ぶ
、
但
し
此
の
暦
の

中
で
、
底
か
ら
上
面
に
赴
く
に
從
っ
て
、
岩
石
に
封
ず
る
銭
の
割
合
は

減
す
る
ミ
い
ふ
。
次
で
右
の
混
合
暦
の
上
部
に
は
、
普
通
の
地
表
面
に

も
よ
く
見
ら
れ
る
や
う
な
岩
石
層
が
厚
く
重
な
っ
て
居
る
が
、
其
の
化

學
成
分
は
、
比
較
駒
に
苦
土
、
マ
グ
ネ
シ
ヤ
）
が
多
量
で
、
硅
土
（
シ
リ

ケ
：
ト
）
が
少
な
い
。
此
の
第
二
層
が
地
下
殆
ん
「
ご
三
十
五
哩
十
四
里

牟
）
の
一
こ
こ
ろ
に
ま
で
及
び
、
そ
れ
か
ら
外
部
、
地
表
に
至
る
間
の
第

三
層
は
殆
ん
・
ご
全
く
花
山
岡
岩
質
の
岩
石
か
ら
出
來
て
る
る
ぐ
」
い
ふ
。

　
郎
ち
、
之
れ
は
ヴ
イ
ヘ
ル
ト
の
研
究
方
針
に
一
歩
を
進
め
て
、
地
球

内
部
の
構
造
を
、
よ
ほ
さ
、
細
か
く
解
剖
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、

新
學
説
で
あ
る
か
ら
、
今
後
、
諸
學
者
の
批
評
を
待
っ
て
、
図
説
の
僧

値
は
定
ま
る
も
の
ε
思
ふ
が
、
姑
く
記
し
て
紹
介
の
勢
を
ミ
る
こ
ぐ
こ
」

す
る
。
（
米
國
ハ
ー
ヅ
ー
ド
大
學
天
丈
藁
に
て
』
九
二
三
、
十
『
四
。
）


